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余
が
北
海
適
本
島
火
山
湖
調
益
概
報
に
の
せ
た
る

洞
爺
湖
の
深

度
国
は
大
正
六
年
初
秋
僅
か
数
目

間
に

測
深
せ
る

結
果
に

基
け

!-l
o

湖

面

営
時
の
湖
面
は
此
度
の
湖
面
よ
り
約

一
米
高
か
--l
し
が

如
し

、
そ
の
一r一一 :

準
面
を
海
拔
八
十

三
米
と
假
定
し
て
測
深
を
行
一 ::l

た
・o
，

。
然
る
に

其
後
壯
中f
發
電
所
開
設
せ
ら
れ
一一一一一一一一 :流
の
上
堰
堤

最
高
位
は
海
拔
八
五
・
三
三
米
に
し
て
最
低
は
八
三
・
八

一
五
米
と

な
れ
-ll

。
此
度
の
測
深
は
一一P和
'

十

三
年
八
月
二
十
五
日
よ
り

二
十

〇

〇

〇

七
日
の
間
に
行
は
れ
た
り

。
営
日
の
:

薬
準
面
は
八
十
四
米
位
な
-l・

し
とm
S

は
る
o

測
深
作
業
は
八
月
二
十
六
日
に
行
は
れ
た
り

。
そ
の
結
一果
一一-一つ

て
一0一の
一
八
三
米
乃
至

一
八

一
米
と
測
定
せ
し
所
は

一
七
六
・
五

（高
水
面
下

一
七
七
・
五

）と
測
定
せ
ら
れ
た
り

。
な
ほ
海
洋
氣
象

表
測
深
の
結
果
を
見
る
に

湖
の
東
部
に
て

測
深
の

一
七
丸
・

二
米

を
最
深
と
す

。
而
し
て
・一一S・
が
用
〇
た
る
測
深
器
は
大
正
六
年
に

あ

つ
て
は
英
園
製
ル
ー

ヵ
ス

・
マ
シ

ン
に

し
て

尋
に
て

示
さ
れ
た
る

を
も
て
そ
の
結
果
を
米
に
換
算
せ
・

り
一

。
此
度
の
測
深
は
離
合
社
製

測
深
器
に
し
て
米
に
て
示
さ
れ
た
り
o

兩
者
深
度
の
差
は
雨
者
の

測
深
示
度
計

（恐
ら
く

一
%
程
度

）
の
誤
差

、，
測
深
時
の
風
波
の

般
態
'
測
線
-lf
科

（一
1
二
%
）
等
の
こ
と
よ
り
起
り
し
な
る
べ

き
も
亦
湖
一一一一一が
二
十
年
間
に
多
少
一
程
く
な
1-'し
こ
と
も
考
へ
ざ
る

べ
か
ら
・

ず

。

故
に
以
後
は
上
記
種
・一一の
深
度
の
結
果
と
条
の
此
度
の
測
深
結

果
を
參

考
し
大
正
六
年
の
余
の
測
深
の
結
果
最
深
點

一
八
三
米
を

捨

一J・・・・一洞
爺
湖
の
最
深
所
を

一
七
九
・
二
米
と
定
む
ぺ
し

。但
し

明
年
度
長
流
川
を
湖
中
に

導
入
し
湖
の
水
を
使
用
し
て
發
電
す
る

に

至
ら
ば
平
水
の
位
置
亦
舞
化
あ
る
べ
き
に

よ
り
～:
の
水
深
も
多

少
装
化
す
る
も
の
と
思
は
る

。

( l )

田

中
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館

秀
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洞
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な
り

。
然
る
に
湖
水
の
深
部
に
比
し
有
珠
1-l-
沖
の
渡
部
に
於
て

は

多
少
水
の
混
合
あ
り
し
も
の
か
比
較
的
深
所
ま
で
表

一一一一高-a
の
影

響
---:
見
る

。
な
ほ
ph
は
表
面
に
於
て

は
七
・

三
:
-
::
1l
'至
七
・
五
な
る
が

深
湖
底
に

於
て
は

六
・
八

を
測
定
せ
り

。又
酸
素
量
を
概
測
せ
し

に
表
面
は
六
・
〇
cc
程
度
に
し
て

深
水
は
七
・
〇
cc
程
度
な
る
を
知

れ
り

。

生

物

湖
樓
生
物
に
就
き
二
十
年
前
と
比
し
チ
カ

、
紅
館

、
自

-n
、標
一
聽

、ロ
一一一-一一船
等
は
新
に
見
ら
る
4

所
な
り

。
就
中
ヒ
メ

マ

ス
'
は
概
し
て

英
の
身
大
に
し
て

他
の
湖
水
に

見
ら

れ
ざ
る

程
な

ll
，。
昨
年
は
身
長

一
・

二
1
三
寸
:

-一の
も
の
は
主
に

し
て
そ
の
數

一
五
〇

、〇
〇
〇
-
二
〇
〇

、C
〇
〇
尾

細
と
釣
と
に
よ
り
て

漁
せ

ら
れ
た
り
し
が
本
年
三

、
四
月
よ
り
身
長
大
な
る
も
の
漁
せ
ら
れ

全
長
二
尺

一
寸

、
巾
六
寸

、
重
量
一f-
八
〇
a
の

も
の
さ
へ
漁
せ
ら

れ
た
り

。大
低

一
三
五
尋
の
深
度
に
て
細
に
て

漁
せ
ら
れ
そ
の
胃

中
に
は
ヌ

カ
ェ
ビ
の
一
種
を
見
出
せ
り
と
い
ふ

。
十
数
年
前
の
〈
8一

の
記
載
に

當
湖
に
於
て

は
ヒ
メ

マ
ス
は
全
長
二
尺
六
寸
の
も
の
を

漁
せ
り
と
報
ぜ
る
が

、
原
産
地
阿
寒

必に
於
て

は
ヒ
メ

マ
ス

は
此

の
如
く
大
な
る
も
の
あ
ら
・
f
、
洞
爺
湖
に

於
て
は
そ
の
環
境
の
好

適
な
る
爲
め

、
そ
の
元
種
た
る
海
接
紅

n
の
形
態
に

］
af
複
せ
る
が

如
し

。
此
の
如
き
場
合
に
於
て
は
そ
の
形
態
の
大
小
は
湖
中
に
於

け
る
的

一一m一
-a
館
の
数
の
多
少
に
開
係
あ
る
か

、
又
は
そ
の
形
態
は
湖
水

の
賽
分
の
多
少
及
び
そ
の
一
翻
i

類
と
開
係
あ
る
べ
き
か
等
を
研
究
す

る
を
要
す

。

結

論

一
、
深
度
に
於
て
は
最
深

一
八
三
米
は

一
七
七
・
五
米
と
な
り

一

八
〇
米
以
上
の
部
分
は
恐
ら
く
誤
測
な
り
し
な
る
べ
き
を
思
は

せ
た
り

。

二
、
透
明
度
は
二
三
・
三
米
に

し
て
著
し
く
深
か
り
き

。

三
'
水
温
は
表
后

一
〇
米
の
間
と
下

一一一一
五
1
二
〇
米
の
冷
水
理

と
の
間
に
著
し
く
-a
后
あ
り
た
--l

。

四

、一-
は
表
面
最
高
七
・
五
に

し
て
下
底
は
最
低
六
・
八
な
り

。酸

素
の
合
量
は
表
面
は
六
・
〇
〇
cc
程
度
に
下
居
は
七
'
〇
〇
cc
程

度
な
り
o

・

五

、
以
上
本
湖
の
湖
一
盟
一・
的
一一一一一一態
は
二
〇
年
前
の
一一一態と
大
差
な

く
又
そ
の

:
-

m一息
魚
類
は
二
〇
年
前
よ
り
多
く
一一m-

一一一一'も
----
進
展
せ

l-l
o

然
る
に
來
年
秋
に

於
て
は
長
流
川
の
水
が
引
入
れ
ら
・一一一一一 :

-

i一田
の

水
力
發
電
の
た
め
引
水
す
る
と
い

ふ

。然
ら
ば
水
位
'
水
質

、

水
温
、
水
色
透
明
度
等
に
於
て

多
大
の
差
を
見
る
に
至
る
ぺ
く

從
つ
て
一一m一業
上
に
大
影
響
あ
る
ぺ
き
を
以
て
そ
の
時
教
を
以
て

比
較
す
る
た
め
今
後

一
ケ

年
間
は
少
な
く
も
各
期
出
來
得
べ
く

ん
ば
各
月
湖
沼
事
的
調
益
を
な
し
ぉ
く
必
要
あ
り

。

（l9
和
十

三
年
十

一J-
書

）

( 4 )

マ

ス

ノ

ス

ケ

の

卵
、
～
J

稚
魚

一f
館
高
lS
水
置
a・
校

渡

邊

重

マ
ス
ノ
ス

ケ

（〇nc
o
r
hy
nc

一nitsc

一一a-vy
t

8c
ha

）
は
本
邦
で
は
共
の

木
來
の
n
'一的
で
な
か
っ
た
の
で
護
だ
費
弱
な
資
料
で
は
あ
る
が

、

「一一一L一一一だ
少
な
ぃ
n
-一類
で
あ
る

が

'
北
米
太
平

．
a
:

岸
に
は
英
の
分
布

參
考
の
爲
に
之
を
以
下
に
一記
す
こ
と
に
す
る

。

も
成
，，
，一一一一続
も
多
い

。
從
つ
て
其
の
人
工
解
化
場
も
設
立
さ
れ
て

卵
の
大
さ

コ
ロ

ン

ビ
ァ
川
は
マ

ス
ノ

ス
ケ

の
有
名
な
産
地
で

---

居
るo

lla
で
は
之
を
C
h
i

n
（-一【一一一一・
と
呼
ん
で
居
る

。
實
驗
に
供
し
た
卵
は
此

余
は

一
九
三
七
年
末
よ
り
翌
年
の
初
め
に
直

り

、
ワ
シ

ン
ト
ン

の
川
の
支
流

V

-r
hite
Sa

-m
on
R
iv

，

ef
r

（コ
ロ
ン

ピ
ア
川
河
口

よ
り

大
學
の
臨
海
資
驗
所
（
S
言

J
uan
I

8

一
．
-

Wa
r
h

．に
在
り
）
に

-e
在
し

約
百
三
四
十

理
上
流

）
で
採
卵
さ

れ
た
も
の
で

、ル一 :

-一産
の
解
化
場

マ
ス
ノ
ス
ケ

稚
角
の
海
水
に

對
す
る

抵
抗
力
の
資
驗
を
行
ふ
た
の

に
收
容
さ
れ
て

發
限
後
送
附
を
受
け
た
も
の
で
あ
る

。
、一
丸
三
七

で
あ
つ
た
が

、
其
の
際
シ
ア
ト

ル
に

在
る
米
國
水
産
局
の
水
産
生

年
十

一
月
二
十
六
日
に

臨
海
責
驗
所
に
到
着
し
た
發
限
卵
を

、
同

物
研
究
所
の
好
意
に
よ
つ
て

、
マ
ス
ノ

ス
ケ

の
卵
を
貨
〇
受
け

、

二
十

九
日
に
フ

オ
ル
マ
リ
ン

に
て
間
定
し
三
百
粒
の
卵
の
直
一
得

を

之
を
解
化
し
W
く
飼
育
す
る
機
合
が
あ
っ
た
の
で

、
卵
の
大
さ
や

測
定
し
・一一 :～ぃ一
此
の
測
定
結
果
は
第
一
表
の
如
く
で

、
尚
之
を
曲
線

稚
魚
の
成
長
度
等
に
つ
い
て
翻
察
し
た
材
料
が
あ
る

。
尤
も
之
が

に
て
示
せ
ば
第

一
圖
の
一
標
で
あ
る

。

器

-
期

l

-
---

、，'〉-

「7fB

0
同
-a
．-na
科
器
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( 6 )

之
に

よ
つ
て

見
る
と

、卵
徑
八
・
〇
粍
の
も
の
が
最
多
で

、之
を

中
心
と
し
て
大
徑
の
も
の
及
一一一 :
10:
小
經
の
も
の
・・一
'
方
に

急
激
に

減
少

す
る

。
但
し
測
定
-一が
や
・・
少
な
い
の
で
1

t t

1
線
の
不
規
則
が
ま
a

が
れ
な
い

。
測
定
卵
の
最
大
一
優
が
九
・
七
粍

、
最
小
が
七
'

一
粍

、

三
百
粒
の
平
均
が
八
・
二
三
耗

と
云
ふ
債
を
示
し
て
居
る

。

ー
ス
ノ
ス
ケ

の
一
国

的
年
船
一一:
二
D一r'・
W
・
』一r・C

-em
e
na

に
從
へ
ば

三
年
乃
至
八
年
と
さ
れ
て

居
り

、
-if
館
類
中
最
も
通
く
国
的
す
る

種
類
で
あ
る

。從
つ
て

其
の
魚
体
も
大
き
く
'
平
均
体
一u一二
二
ポ

ン

ド

、
英
の
大
な
る
は

一
〇
〇
ポ
ン

ド
に

も
達
す

、るも
の
が
あ
り

難
一n一類
中
最
も
大
き
な
も
の
で
あ
る

。一一n一体
が
斯
く
大
き
い
か
ら

英
の
卵
も
從
つ
て

大
き
く
恐
ら
く
能
-a
中
最
大
の
も
の
で
あ
ら
ぅ

と
思
は
れ
る

。

卵
の
大
さ
は
魚
の
大
小
に
よ
つ
て
異
な
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
居
る
～:
と
で
'
マ
ス

ノ

ス
ケ

で
も
魚
体
の
小
さ
な
も
の
は
英
の

卵
も
小
さ
い
こ
と
-m

S

は
れ
る
o

此
鹿
に

測
定
し
た
も
の
は
共
の

親
魚
が
明
か
で
な
い
が

、
勿
論
一
般
の
解
化
場
に
於
け
る
と
同
様

大
小
混
合
の
探
卵
に
開
は
る
も
の
で
あ
り
、
解
化
場
か
ら
總
數
四

千
粒
ば
か
り
の
卵
の
送
1

l
f-

を
受
け

'
之
よ
り
任
意
に

三
百
粒
を
取

つ
た
も
の
で
あ
る
か
ら

、
恐
ら
く
ホ

ワ

イ
ト
サ

ー

モ

ン
川
に

-la
る

マ
ス
ノ

ス
ケ

卵
の
大
さ
の
凡
そ
の

見
営
に

な
り
得
る
と
一…u
ふ

。

所
で
此
の

一・
ス
ノ

ス

ケ

の
卵
を
他
の
能
解
類
の
卵
と
比
較
す
'-

く
手
元
に
適
常
な
材
料
の
な
ぃ
の
が
一通
一

Mm

で
あ
る
が

、
今
条
'の
手

元
に
他
の
賀
驗
の
際
に

測
つ
た
性
か
ば
か
り
の
材
料
が
あ
る

。
次

に

之
を
前

類
別
に
表
示
し
て
見
る

。

一a-
．，， :
-
-
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日
展
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此
の
測
定
数
の
一一一西
だ
少
な
い
事
は
談
に

遺
態
で
は
あ
る
が

、
之

に
よ
れ
ば

'一一'・V
．
，
t

，
--

、一 :一一4
．

:
:一一〉・-
，
-
〉
入
1
，一一，-l;:-
の
順
序

が
明
に
現
は
れ
て

居
る

。

さ
て
之
を
マ
ス
ノ

ス
ケ

の
卵
と
比
べ
て
見
る
と
千
歳
川
産
の
サ
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第
四
表
 
稚
 
魚
 
成
 
長
 
度
 
表
 
(
其
三
)

、
_
 n
化
後
ノ

魚
 
、
新、

日
 
数
44
4
5
4(;
4
7
4
6
4
9
6
0
5
1l
5
2

-
-l-

-l-l

5
3

35.4

6
5
5
6

36.6

5
8
5
9

3
7.i

6
l
6
2

3
7.0

''
'
ス ・
ス
ケ
 ('
°
ン
ビ
ア
川
産第程

n.手,
1g37)

l'i 
.1-
(
同
 

上
翻
程
x,
2
7j
1g37)

l
3
4
.3l-1
3
1.8

34.l

,-
ケ
(
千
践
川
産
第程三:1g:1器言)

,f
(
同
 

上
第
程
5
,量1;構要要)

可
 
(
同
 

上
保
卵
一
・'l下
'日
11933、

解
化
m
,2
1l;.1
9
3
3
/

可
 
(
西
別
川
産
第iEi三:議i:i3装

)
,i
(
千

i技
川
度
第
ィ程
f;1要:ig義
)

“f 
(
同
 

上
第i部
;';業;表
)

3
1
5
l-

l-
1-

l-
i

l
1

' 
1

l
1

1
,

'
l

l

:1:l::=
1_

1
l

l
1

3
3
.8

37.1

35.(

,
ツ
パ
り
マ
ス(
西
別
川
産
認
言:
1ま:慧
器
)

f
(
構
走
川
産
第
程
r,

6j
1
g3
4)

,,
ス
(
西

1a
川
産
第1,業
9;iii:1器雲)

3
3.0

34.1

ll
36.3l

32.4l-1-
33.0

、
ー
マ
ス
 (
ゥ
._ル
モ
べ
ツ
産
:器
ィ是
I
,1
1i
1g33)

-

27.8l-
2
8
4
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解
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後
ノ
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日
 
量
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、

6
5
6

1i
7
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7
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7
3
l
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7
7
8
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水
温
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i

'
ス
ノ
ス
ケ
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ン
ピ
ア
川
度第
ィ程
m
,
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lgw
)

同
 
上
(
同

上
話
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此
處
に

並
記
し
た
一一
器
類
一一一一一一n一の
成
長
度
は
条
の
手
元
に

あ
る

材
料
で
、．
之
も
成
長
度
の
試
験
の
-f-
の
材
料
で
な
く
護
だ
不
完
全

な
資
料
で
は
あ
る
が

、
各
和
細
間
の
排
一 :

-一の
成
長
度
を
大
略
期

ふ

こ
と
が
出
來
る

一一一であ
る
o

先
づ
附
化
営
時
よ
り
十

=
イ
ー

ま
で
の
成
長
度
を
見
る
に
サ

ケ

は

マ
ス
ノ

ス
ケ

に

劣
ら
r・:兩
者
略
同
一一一n度
で
あ
る
o

又
セ
ツ

パ
1ll
マ

ス

は
m
-
-一一:は
サ

ケ

に
劣
る
も
解
化

一一一一a
'
は
比
較
的
大
き
い

個
が
出

て
居
る
と
一'K
ふ
様
な
事
が
現
は
れ
て
一一一るが
、
此
等
に

付
て
の
論

斷
は
更
に

多
〈
の
材
料
を
調
べ
た
上
で
な
け

れ
ば
な
ら
一n
故
に

、

:

一一一一出一では
成
長
度
表
全
体
の
上
か
ら
見
る
こ
と
に
す
る
が

、
各
一観

類
間
の
成
長
度
を
比
較
す
る
と
英
の
願
位
は
凡
そ
次
の
接
に
表
は

す
一1J

と
が
出
來
る

。

一，-----
、
-・
〉l

・
．

y
l

:

・〉
・一:
、
--

、，一y
lx
V

4x
V

入
n
4x

即
ち
マ
ス
ノ
ス
ケ

と
サ

ケ

は
略
相
似
寄
つ
て

、
此
-la
に
一的--S
げ
た

五
新
一
類
中
最
も
大
き
い

。
セ

ツ

パ
リ
マ
ス

は
之
に

次
ぎ
'
-

，'

ス

は

更
に
小
さ
く

、べ
一一
マ
ス
は
最
も
小
さ
い

。
解
化
後
二
ヶ
月
に

し

て
マ
ス
ノ

ス
ケ

及
び
サ

ケ

は
三
十
數
耗
と
な
る
が

、
べ
一一
マ
ス
で

は
三
十
耗
に
一一uる
様
で

、
数
耗
の
差
が
出
來
て
來
る

。

附
記

マ
ス
ノ
ス

ケ

は
會
て
北
米
よ
り
一一
L

ー

ヂ
ー

ラ

ン
ド

に

移
一m
さ
れ
て
成
功
し
て
居
る
が

、本
邦
に
も
英
の
卵
が
輸
出

さ
れ
た
と
一一一ふ
記
一
録
が
米
國
に
殘
つ
て
居
・o
，

、
一
九
三
七
年

六
月
〈

:

S一が
シ

ア
ト
ル

に
在
る
米
図
水
産
局
の
水
産
生
物
研
究

所
に
所
長

D
r

．F

．

A

．

n
av
idoa
io
n

・

を
訪
・a・
た
時
に

、
此
の

移
一m
．

の
結
果
に

付
て
間
は
れ
た
事
が
あ
る

。
使
つ
て
常
時
通

国
の
半
国
技
師
を
類
は
し
調
べ
て
載
い
た
事
が
ぁ
っ
た
が

、

ど
う
も
輸
入
の

要
買
が
明
か
で
な
か
っ
た

。

次
に

參
考
の
た
め
米
国
に

残
る
記
難
を
留
め
て

置
く
o

一一一出年
次

一
八

九
七
年

一
八

九
八
年

一
九

一
七
年

卵

-一

一〇
a
粒

一
〇
高
粒

一
C
真
-・-t

( l4 )

胡
爪
魚
卵
の
解
化
に

及
ば
す

比
重
の
影
響
に
就
て

一、
-llf
．

言

根
室
近
海
で
は
十

一 :
:

-

-
-
'

下
句
か
ら
河
口

及
測
沼
:u
:

等
に

一随
の
群

と
共
に
胡
一一…（
-

m一'の
--la
が
'・一一・ツ
く
と
見
え
出
し
て
來
る

。
迎
へ
ん

と
す
る
半
年
間
の
冬
へ
の
前
奏
曲
で
あ
る

。
胡
一…（
一一一の
漁
盤
は
英

の
地
方
に

於
け
る
漁
村
の
晩
秋
よ
り
冬
期
間
に

か
け
て
の
有
力
な

食
用
晶
で
あ
り
-a-
代
で
あ
る

。

最
近
は
冷
班
品
と
し
て

海
外
に
輸
出
せ
ら
れ
る
様
に
な
り
特
に

:

，一一ハー疑
個
を
高
め
る
機
に
な
っ
た
一一一一は
、
該
一一一一一一を
生
活
の
組
と
し
て

eb
る
地
方
に

と
っ
て

一
大
田
音
で
あ
る

。
然
し

一・一・ら
反
面
に
於
て

:
::一ハの
一m一:
整
が
途
年
減
少
し
っ一
・・一一
あ
る
こ
と
は
要
慮
に

iii-
へ
な
い

。

我
・一（は
前
一…一一一魚
の
生
態
を
探
究
し
:

英
の
增
效
方
法
を
考
究
確
立
し

て

資
源
の
維
持
を
計
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
本
試
驗
は
特
に
孵

化
と
解
化
用
水
の
比
重
と
の
開
係
を
究
め
ん
と
し
て
行
は
れ
た
o

二

'
場

所

國
後
部
一
消
村
字
シ
ロ

マ
ン

べ
ツ

三

、
時

期

自
昭
和
十

三
年
五
月
二
十

-
日

至
同

六
月

二
-'

日

四

'
方

法

'

一
、
供
試
卵
及
比
重
水
の
作
製

供
試
卵
は
本
年
五
月
二
十

七
日
國
後
島
泊
村
シ
ロ

マ
ン

べ
ツ
川

に

拆
上
せ
る
胡
一m（
魚
親
一一Ma
よ
り
採
卵
し
た

。
=
七
日
・ :
-

，後
九
時
同

川
に

一源
上
せ
る
も
の
・・・一中
よ
り
必
要
尾
数
を

活
洲
中
に

收
容
し
て

卵
の
完
熱
を
特
ち
一a:
-

:

u
八
n:
正
年
是
等
組
一一一一より
探
卵
し
た
も
の

を
乾
導
法
に
依
り
受
結
し
-l5
尾
細
に
附

一一mせし
め
た
後
直
ち
に
試

驗
に
供
し
た
の
で
あ
る

。使
用
せ
し
海
水
比
重
は
:
取

高

一
、〇
三
〇

( l5 )



收
容
後
二
日
問
は
各
觀
共
略
一一一同
程
度
の
發
生
般
態
を
持
iEi-
し

た
の
で
あ
る
が

三
日
目
よ
り
は
高
比
重
水
に

收
容
の
も
の
は
漸
次

發
生
を
停
止
し
始
め
た

。

tlP
ち

一
八
．、〇
〇
以
上
三
0
、〇
〇
に

至
る
間
の
高
比
重
水
に
收

容
の
も
の
は
原
形
・一一一一-一の
破
境
す

る
も
の

、
卵
一一g一質
が
長
精
国
形
と

な
る
も
の

、
油
状
が
突
出
し
て

期
般
突
起
と
な
る
も
の
等
・一一一一'形
卵

が
續
出
し
正
常
な
る
發
生
を
行
ふ
も
の
は
一 :

用

ん
ど
之
れ
を
見
な
か

つ
た

。
四
-一1
目
に

は
第

一
番
よ
り
第
四
番
迄
に
於
け
る
比
重
水
の

も
の
に

は
番
髓
の
發
生
完
了
し
一
限

點
に
は
色
素
發
生
し
盛
ん
な
る

体
動
を
認
め
た
が
高
:
-
-

:

-

一取
水
に
收
容
の
も
の
は
体
原
基
發
生
以

後

に

於
け
る
發
生
を
停
止
し
て

更
に
進
展
せ
ず

一
時
一a
-
-

・

「一・一一一一る
・一一一 :一の

亡
せ
る
も
の

i
外
は
時
形
卵
の
一設
出
す
る
の
を
見
た

。

淡
水
に
收
容
の
も
の
は
略
々
次
の
如
き
發
生
一状
態
の
變
化
を
示

し
た

。
一一一 :

相
後

三
時
間

八

分
E
期

同

-

一 :一時
間

十

ハ
分
-S
期

同

八

時
間

三
十

二
分

:

翻
期

同

十

二
時
間

六
十
四
分

:a
期

同

十

六
時
間

桑

:-l-
期

同
三
十
一一 :一時
間

体
の

原
基
を
-a
む

同
四
十

一
時
間

a
の

原
基
を
座
む

（死
亡
率
と
は
試
験
中
一要
形
の
-
ま
死
亡
一-
る

も
の

、時
形
率
と
は
原
形

llE-
時
形
と
な
り

，尚
徐
--

に

-u
育
せ
る

も
;a
程
度
以
上
愛
青
せ
-

さ
り
し
-

の

の

率
を
指
す

）
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1 率'1i
l % 形

l- lii「
イ1l1

試

驗

經

過

覧

表

同
六
十

五
時
間

限
一一f
に

色
素
表
生
0一一:-
H
-

t

"完
成
一一一-な
る

体
動
を

-a
む

之
等
の
成
績
を
表
示
す
る
と
次
表
の
如
く
で
あ
る

。

〇

（以
下
三
〇
、〇
〇
と
略
記
す

）
よ
り
河
水
に
至
る
間
を
十
階
級

に
分
'

ち
各
々

に
卵
を
收
容
供
試
し
た

。
:
::一ハの
作
製
に

際
し
て
は
海

水
よ
り
高
比
重
の
も
の
は
-ll-
購
せ
ざ
る
程
度
に

徐
々

に

海
水
を
器

發
せ
し
め
て
各
比
一一一一一一一一一一一水
を
作
製
し

海
水
以
下
の
低
比
重
水
は
海

水
を
シ
ロ

マ
ン

べ
ツ
川
水
に

依
り
稀
灘
せ
し
め
て

適
宜
に
必
要
水

を
作
製
し
た

。
是
等
の
各
比
重
水
を
二
百

立
方
一一型
一一一の
管
瓶
中
に

分
容
し
之
を
シ
ロ

マ
ン

べ
ツ

川
の
温
度
と
略
同
温
度
に
保
て
る
水

精
中
に

收
容
し
て

發
生
要
化
を
觀
察
し
た

。
比
重
水
は
二
日
目
毎

に
交
換
を
行
つ
た
が
此
の
際
に

は
温
度
の
・一一一一變
を
選
け
る
爲
に
新

一解
比
重
水
を
同

一
温
度
に
し
て

か
ら
交
換
を
行
つ
た

。

光
線
は
各
-llf
共
充
分
に

且
つ
平
均
に

営
る
様
に

努
め
た
が
直
射

を
避
け
る
た
め
窓
邊
に
は
極
め
て

一薄
い
--f
l
e
を
張
つ
た

。

二

、
産
卵
M一 :
性

胡
一m
----
布

一の
産
卵
留
性
に
開
し
て
は
之
を
具
体
的
に

觀
察
し
た
報

告
に
接
し
た
事
が
な
い
の
で

他
地
方
の
事
は
不
明
で
あ
る
が
筆
者

が
東
一那
川
及
び
西
別
川
に

於
て

観
一一一一一し
た
廣
で
は
胡
一m一一M一、の
拆
上

は
日
中
よ
り
も
主
と
し
て
夜
間
に
行
れ
る
様
で
あ
る

。
是
は
産
卵

拆
上
當
時
に

於
け
る
潮
:一一 :一の
開
係
が
與
つ
て

相
営
に
力
あ
る
様
に

思
は
れ
る

。
即
ち
其
営
時
は
丁
度
夜
に
張
潮
時
と
な
り
振
一上
に
都

合
が
良
く
な
る
爲
で
あ
ら
う

。
更
に

今

一
っ
は
産
卵
一一一一一一上
時
に

於

一
、0
0
0
0

l

言
0

粒

一
、00
l

一0
一

一一0
0

一
、00
き
一

一一0
0

一
、00
き

一一0
0

一

一
0

三
0
-

一一0
0

、一
一

・

一
0

．

き

一一0
0

一

一一一一一號
一

比

一…一1l

l
f

，一、。一一，。一'

八
一

一
、0一=
0

e

一
、o
-

一9
一

一o
l

一
、o-一一o l

一一

一
、0一言

l

1
一一

=、
0 . : 二 1 二' .= 二:1. =
8 8 9 8 8 3

粒

け
る
胡
一一…一一一n一は
組
め
て

一独
一一一な
嫌
光
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
一一一一一上
に
は
日
中
よ
り
寧
ろ
暗
夜
を
利
用
す
る
一1・
．J

，-．一・・・
-

な
る

も
の

で
あ
ら
う

。

是
等

．源
上
-l-'n
は

一
般
に

河
口

よ
り
一
杆
乃
一0-一
二
肝
時
に
は
四
押

附
近
の
處
に

於
て

底
石
又
は
河
底
の
枯
木
等
に

産
卵
す
る
も
の
で

あ
る

。
斯
く
し
て
産
卵
を
経
へ
た
る
親
魚
は
夜
明
け
前
に
一一一一列
な

勢
を
以
て
降
海
す
る

。
一
般
に
胡

一…一色'の
一r一一一卵
一一一一一上
期
は
五
月
上

句
・-

」r
り
下
何
迄
で
あ
る
が
斯
く
短
期
間
で
魔
卵
す

る
事
は
卵
の
同

時
成
熟
を
意
味
す
る
も
の
に

し
て

人
工
探
即
を
行
ふ
上
に

於
て

重

要
な
こ
と
で
あ
る
o

五
、
試
驗
經
過

．

一
試
驗
一一一一:手営
時
に

於
け
る
シ
ロ

マ
ン

べ
ツ
川
の
水
温
は
構

一一 :

-
'

-

度
-力

一一一一一'1
四
度
前
後
を
示
し
終
了
迄
略
此
温
度
．一一一・一出
な
か
っ
た

。

比
重
並
に
收
容
那
数
は
左
表
の
如
く
で
あ
る
'

'
-

( 16 )



二

、
比
重
水
の
作
製
に
営
つ
て
は
海
水
以
上
の
高
比

:E
水
は
海

水
を
添
發
し
て
作
製
し
海
水
以
下
の
低
比
重
水
は
河
水
を
用
一一 :-一
て

器
題
:

し
た

。

三

、
．
試
験
施
行
中
の
水

理
は
一
構
氏
十
度
よ
・o
，
十
六
度
迄
果
加
を

示
し
た
が
平
均
は
十
三
度
前
後
で
あ
っ
た

。

四
'
卵
の
比
重
に

對
す
る
孵
化
可
能
極
限
は

一
、〇
〇
三
〇
0

迄
で
あ
る

。

其
れ
以
上
の
高
き
比
重
に

對
し
て
は
完
全
な
發
生
は
な
し
得
な

い
0一

、〇
〇
六
〇
〇
乃
至
一
、〇
二
一
〇
〇
に

至
る
中
間
比
重
に
對

し
て
は
卵
は
番
館
骨
の
出
現
期
迄
發
生
を

要r r

し
た
o

一
、〇
二

一
〇
〇
乃
至

一
、〇
三
〇
〇
〇
に
至
る

高
比
重
に
對
し
て
は
卵
は

腦
の
原
基
出
現
を
以
て
英
の
發
生
を
停
止
し
た

。

五
、

本
試
一
驗
に
於
て
は
前
記
の
如
く
水
温
の
一
要
化
は
考
慮
に
入

れ
な
か
つ
た

。
乍
然
水
温
の
高
低
に
依

り
或
程
度
迄
は
上
記
解
化

に
對
す
る
比
重
限
度
が
一
表
化
す
る
で
あ
ら
う
事
は

考
へ
得
る
事
で
一

あ
る

。
譲

」f隆
夫
氏
（一
九
一一
三
）-一一一一一原
卵
に
對
す
る
比
重
の
影
響

を
試
驗
し
温
度
の
上
昇
は

一
般
に
孵
化
期
を
平
め
る
が
比
重
が
高

く
な
る
と
此
の
開
係
は
間
題
で
な
く
孵
化
は
-la
對
に
行
は
一9
と
一一一

4
て

居
る

。一器
透
感
一
の
開
係
で
あ
ら
う

。

( l9 )

六

、
胡
一m（
一
魚
印

:

の
人
工
解
化
は
河
ロ
に

近
き
處
に

於
て

行
''一一事

が
其
の
動
率
を
高
め
る
捷
径
と
思
は
れ
る

。

前
記
の
如
〈
-f
形
率
が
高
比
重
の
も
の
よ
り
も
中
間
に
位
す
る

比
重
水

一
〇
〇
乃
至
二
一
〇
〇
に

於
け
る
も
の

'
方
に

多
か
っ
た

の
は
注
目
に
價
す
る
事
責
で
あ
つ
た
o

之
は
高
比

一aの
も
の
は
或

る
過
程
以
上
に
は
發
生
せ
ざ
る
に
反
し
中
間
比
重
に
於
け
る
も
．

の

は
常
態
な
ら
ざ
る
不
適
理
境
下
に
於
て

も
尚
發
生
を
積
け
ん
と
す

る
結
果
に

依
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
や
と
思
は
れ
た
o

崎
形
の
多
く
は
原
形
質
の
破
一n
不
整
形
卵
責
の
膨
出
等
で
あ
っ

7

t
o

五
日
目
の
年
後
に

至
り
淡
水
中
に

收
容
中
の
卵
に
一n
-一烈
な
る

水
生
菌
の
發
生
を
認
め
た
の
で
あ
る
が

他
の
汽
水
又
は

:

-
水
中
の

胡A魚卵發生に及lfす比重の影響

も
の
に

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

。

0
-a一
中
に
於
け
る
卵
の
消
一難
が
水
生
菌
の
發
生
を
防
止
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
千
歳
能
節
解
化
場
に

於
て

盤
卵
に
對
す

る
資
驗
結
果
か
ら
證
明
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る

。

胡
瓜
魚
が
産
卵
の
爲
に

一一一一一上
す
る
に
際
し
て
河
口
附
近
よ
り
幾

何
も
上
流
に

拆
上
せ
一a
の
は
或
は
斯
る
離
に

開
係
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
は
れ
る

。

即
ち
潮
一S :
-一流
の
影
響
あ
る
河
口

附
近
に
産
卵
す
る
こ
と
に
依
り

水
生
菌
を
防
止
し
卵
の
發
生
を
良
好
な
ら
し
め
ん
と
す
る
合
理
的

性
を
有
す
る
も
の
で
は
な
か
ら
ぅ
か

。
胡
一……一魚
の
人
工
解
化
を
行

t
、に
際
し
て
潮
の
影
響
の
な
い
上
流
よ
り
も
河
ロ
一附
近
の
方
が
其

の
率
良
好
で
あ
る
と
言
ふ
営
業
者
の
言
は
一一m'ち
率
一
班

附
合
の
識
で

は
な
い
接
で
あ
る

。

．
ル
:

-

，
者
等
が
解
化
後
の
-9
風
魚
を
淡
水
中
に

於

て

飼
育
試
驗
を
行
つ
た
際
英
の
成
績
が
一観
め
て
不
良
で
あ
っ
た
點

ょ
り
考
察
す
る
も
湖
汐
の
影
響
の
あ
る
個
所
が

該
一一一1一一の
解
化
並
に

其
の
稚
魚
期
の
成
育
に

は
-la
体
的
に

必
要
な
一，J

と
で
は
な
ぃ
か
と

思
は
れ
る

。
之
に

開
し
て

は
今
後
更
に

試
驗
をg

-r r

し
た
い
と
思

つ
て
居
る

。

-

大

、
摘

要

一
、
胡
一一…（
・一u
…

卵
の
發
生
に

對
す
る
比
重
の
影
響
を
試
驗
L
た

。
( l 8 )
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本
組
合
は
M :

和
十
三
年
十

一
月
に
創
立
せ
ら
れ
た
が

、
そ
の
使

命
は
本
適

:

離
一
随

一漁
業
の
恒
久
的
發
達
と

、 :

英
の
資
源
維
持
增
進
の

集
．

根
と
な
る
べ
き
態
館
解
化
----
業
'

の
擴
充
一一一一'化
を
同
る
爲
北
海
道

-af
館
解
化
場
の
本

、
支
場

、
事
業
場
の
全
般
'

に
一一 ::一り
て
投
助
協
力

を
爲
す
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
が

、
之
・r
組
織
す
る
組
合
の
分

子
は

'

密-
民
設
解
化
場
の
總
管
者
で
あ
つ
た
発
一殖
組
合

、
漁
業
組

合

、
水
産
，一一一一 :及
び
個
人
等
で

、
田

::
和
九
年
之
等
の
解
化
場
が
関
管

に
移
管
さ
れ
た
時
に

、
そ
の
親
a一の
m
-一一一一一
hf-
獲
を
養
-----
さ

れ
た
者
が
五

ケ

年
間
の
期
間
滿
了
と
共
に

組
織
さ
れ
た
も
の
で

、
解
化
事
業
と

は
不
可
分
の
間
に
あ
る
人
々
の
結
成
で
あ
り

、
此
の
目
的
送
行
上

最
も
適
任
者
で
あ
る
と
い
〇
得
る
次
第
で
あ
る
o
'

勿
論
・一一目
廳
が
舉
げ
て
～:
の
事
業
の
全
部
を
や
ら
れ
る
一こ

と
は
理

想
で
は
あ
る
が

目
下
の
一一一̂'態
か
ら
見
れ
ば
直
ち
に
こ
れ
は
不
可
能

の
こ
と
で
あ
っ
て

'
往
年
解
化
場
の
總
管

:

-

一一 :がい
か
に
も
金
を
備
一一

け

た
か
に
言
は
れ
て
居
つ
た
け
れ
ど
も
必
・
ず
し
も
左
様
で
は
な
く

て

、
剩

餘
は
こ
れ
を
解
化
場
の
擴
張
改
善
等
に
投
じ
て
來
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
現
在
各
解
化
場
に
行
つ
て
見

・-Lば
一一:m一れ
し
も
首
肯

せ
ら
れ
る
と
～:
ろ
で
あ
っ
て

、
能
随
一
が
洞
師
性
を
持
つ
て
居
り

、

北
海
道
無
韓
保
護
組
合
の
事
業

設
備
を
;l:
く
し
完
全
に
稚
魚
を
放
流
す
る
～:
と
に
よ
つ
て

自
他
共

に

受
益
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
經
管
者
は
最
も
よ
く
知
つ
て

一e

る

。館
一
聽
保
護
組
合
の
細
領
は
責
に
得
た
る
剩
餘
金
は
之
を
舉
げ

て
解
化
事
一業
の
改
善
擴
張
に
供
す
る
に
在
る
こ
と
を
誇
り
と
す
る

も
の
で
あ
っ
て

、
一
般
漁
一一-一者
の
如
く
獲
る
事
の
み
に

一…一F
念
す
る

も
の
と
は
根
本
に

於
て
相
述
し
て
居
る
o
'

然
る
に
或

一
部
の
論
者

は

、
親
前
'
捕
獲
高
の
募
少

な
ら
ざ
る
を
見
て
之
を
，--f
み

、
こ
れ
が

餘
剩
の
分
配
に
開
興
せ
ん
と
す
る
が
如
き
口

吻
を
聞
く
は

-l0
に
…一一一

一
態
に
堪
へ
な
い
處
で
あ
つ
て

'
增
效
事
業
に
何
等
關
知
せ
さ
る
漁

一業
者
が

］
i一
商
の
漁
利
を
得
た
-l

）と
て

之
を
一一一・一（
す
る
人
な
き
は
寧

ろ
不
思
議
と
言
は
ざ
る
を
得
な
い

。
，

態
館
解
化
場
は
已
に

五
十

年
の
一確
史
を
有
し
て
居
る
が
，
一
般

に

之
れ
を
認
識
さ

れ
て

居
ら
な
い

。 :

英
の
根
本
に
培
は
・f
し
て
そ

の
收
獲
の
大
--l:
期
待
し
得
な
い
こ
と
を
思
ふ
時

，
:

-
i
n
一
随

一一m-
-

一
薬

開
係

者
は
舉
り
て
解
化
場
の
よ
き
理
解
者
と
な
つ
て

官
民
協
力
之
を
助

長
せ
し
む
る
事
を
望
む
や
切
な
り
で
あ
る

。
館
館
保
護
組
合
は
こ

の
意
味
に
於
て
昨
年
北
千
島
一一-
-

一
館
漁
一一果
開
係
者
の
協
力
を
得
べ
く

北
千
島
水

一一，一會
の

一
方
な
ら
9
4f

-

折
り
に

よ
り
て

解
化
・
-

-一業
一

に

對

し
昭
和
十
四
年
度
よ
り
一
ケ

年
三
高
国
宛
二
ヶ
年
間
寄
附
金
を
得

る
事
に
な
っ
た
事
は
業
界
の
佳
話
と
し
て

:

做

一ふ
べ
・
さ
で
あ
っ
て

'

( 2;「 )

演

山

後

志

石

at

支

H

太 実 利日,

細 持 別 場

川 川 川 川

千 泊 11l、: 民 i ) i ‘ 美 秋 条 朝 古 余
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川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川

厚 演

計 国 益

川 川

河

川

名

:lt, 八
八 四 一 五
五 八 二 〇

九 二 六- -- - 一 四 、-t: _ - 〇 一  - -
八 二 五 六 .ン'、 四 = 1iL = 〇 ◆i 〇
1fi 一 六 〇 ( ) 〇 〇 八 〇・ 〇 〇 〇

ia
班
高

一質四 四
四 三 -
四 四 〇

渡 l

l

l
島 l

一_ l

大 翻 大 茂 小 .

i ll B e ,
i準 望 車 l津 津
部
川 川 川 川 川 川 川  川 川 川  川

安1',l 相
野 i' 沼
国 部 内

川 川 川

姫 見 員 自

取
市 別
測

川 川 川 川

精

山

小

川

河

支

河

川

名

- 四
九 (-) 八'L

三

、〇
二

一四 六

一一 l -

_ 〇

八 八

三
〇
・
一a

二
-:
二

二
七
C
六
〇

一
ハ
三

-i:一
四
一
五

f
二
'一一一 :一

二 一一

〇 lfli
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製
持
が

L
た

。

願
み

れ
ば
氏
は
本
----
能
算
解
化

事
業
の

-f
元
前
と

し
て
-lf
々
と

一一一一事
業
の

a
震
に

努
力
な
さ
れ
て
來
た

が

、
將
來
も
-ii-
氏
の

手
的
に

候
つ
建
大
い

に
有

り
と

=
保
者

一
同
の

期
す
る

度
で
あ
っ
た
が

誠
に

-llt
態
の

姚
み

で
あ
っ
た
o

装
成
事
業
の

一一一一aに
全

一一一一一mm
を
送
ら
れ
た
此
先

一M・の・一一一一ま
れ
た
一通
を
靜
か
に

無
び

氏
一一一0
i一業

と
も
一K
，-
べ
き
本
道
能
節
解
化

1l-
業

‘，）鐵
:

9
に

よ
り

一
-ll-
努

力
す
る

事
こ

そ
地
下
に

限
る

故
人
に
対
す
る
一:::
・一一・
解
化
事
業
開
保
者
が
最
も

適
切
な
る

回
向
で
◆

0

る
と
信
ず
る
も
の

で
あ

る

'

t
量
領

收

報

告

異

動

藤
1l-
紹
信

（田
間

一

a一

E
a

:一一一
一 :・0

一M一

岡

E

一出

江

花

常

興

奥

村

久

雄

中

山

患

術

l11

屋

直

治

久
保
-

一一-
一一-
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新

入

合

員

昭
和
十
四
年
度
分

粉

m

秀

一
演

谷

求

馬

llI

本

率

治

押

味

P・

一

大

友

ill;

-ll0

同

廣

添

国

-E
助

三
宅
川
-llt
・ス
i

i

原

茂

渡

通

定

吉

會

国

［E
-

一M

品

川

金
次
郎

三

浦

，、五
郎

石

川

博

，l9
川

1

i
m
-
・

J-

相

正

吉

道

上

永

吉

小
川

部

一a:一一
一

村

上

率

一

無

一a

一

高
．木

-E-
吉

佐
々
木

華

六

三

原

-l-
夫

佐

野

a-
三

小

林

数

司

小

野

一一一一秋

村

元

藤

作

・
1一・'
村

!t

岡

村

一一a

沖

津

哲
三
郎

野

国

信

使

川

村

題

良

矢

部

権

一一n一

八
十

程

・Mr n

家

海

野

政

能

一

大
導
・

等

政

治

岡

本

展

一廠

長
谷
川
友
之
助

大

-il9

茂

夫

武

E

一
一一一一f-

可
一一一一 :谷
改

央

H

一應
物

摘
太

〇
會
費
来
納
の
方
は
至
急
納
入
を
乞
ふ

寄

稿

歡

一
、、1llE
館
・
淡
水
々

族
・
淡
水
養
殖
・
河
川
・
湖
沼
等

に
開
す
る
理
論
及
一一一一一用
兩
面
の
寄
稿
を
概
迎
す

。

一
、
本

一．一一に-

l
u

破
せ
る
も
の
に

は
薄
謝
・一一一一一一 :
-一一 i

す
o

一
、一一一一一一i-一i一一 :

別
刷
数
は
原
稿
に
明
記
さ
れ
度
し

。
三
〇
部

ま
で
は
無
代
進
一 :-
，一す

。

一
、
原
稿
用
紙
は
申
越
し
次
第
郵
送
す

。

一
、
本

，
-

一一一?
-一n
，二
回

（六
月
・
三
月
各
下
句

）
發
行
の

豫
定
に

付

原
稿
は
發
行
理
定
日
の
約

一
ケ

月
前

迄
に

'
能
'

錦
斑
報
細
性
事
務
委
--

（北
海
道
能
館

附
化
場
内

）
宛
御
送
附
あ
り
度
し

。
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一

編
一一再
一:後

一-
一

口
本
一一一a
は
永
ら
く
岡
同

曲
氏
に

よ
っ
て

組
-9
さ
れ

て
居
つ
た
が
先
般
n
-一職
さ
れ

、一商
分
自
分
が
保
護

組
合
事
一一a
の

修

一
部
-l=
解
を
一S
-

la
さ
れ

本
號
よ
り

お
仲
間
入
り
す
る
こ

と
に

な
っ
た

。

岡
国

氏
は
操
取
者
と
し
て
有
名
だ
っ
た
天

，建
氏

を
0
〈

に

持
ち

自
か

ら
な
る

文
筆
の

才
能
を
持
つ
て

居
ら
れ
た

一 :-
は
勿
論

生
物
出
一
に

は
眞
劍
な
る
M
～

一

一
従
で
あ
っ
た

。-
付

il
a

l
a

に

は
高
い

理
想
を

持
た

れ

着
々
や

つ
て
-:
ら
れ
た

一…一・を
知
つ
て
居
る

。一一後

大
に

期

一a'す
べ
き
で
あ
っ
た
が
一
蘭
般
に

集

-
さ

れ

た

。
氏
の
--i-
に

は

度
す

ぺ
き
だ
が
本
誌
の

た
め
に

は
一要
m
で
あ
る

。一一一一くは
一
商
馬
に

-9
打
ち

っ

、'
ょ

き
難
誌
を
作
り
度
い

と
一M一 i
ふ

。

た
も
の

も
あ
る

。
例
せ

-f
先
人
が

--f
角
苦
心
し
た

i-;-
塗
解
化

盆
の

如
き
一o-
大
し
た
普
及
も
見
な
ぃ
内

に

塗
欠
乏
の

--:-
又
元
の

ア
ス

フ

ア

，
レ

ト

塗
に

逆
民

り
と
な
り

、人
手
を
省
き
細

前
の

S
止
に

折

一一一を

っ
け

ら
れ
た
フ

オ

ル

マ
リ

ン

i--l
-l--
も
品
不
足
で
端

ん

「使
用
さ
れ

，n
般
態
と
な
り

、一田
て
一一一 :一一と
同
機

検
卵

も

-a
心
に

一一
、
P
ら

．
:一ば
な
ら
-a
一ルー
と
な
っ
た
は

大
打
藤
一
で

あ
る

。一鐵
観

、
鐵
板
の

配
給
難
に

よ
り

一・、一一一一化
盆
P
解
化
一a:
:

は

一n然
打
準
を
受
け
る

。
解

、
、

化

盆
を
----
の

-9
を
以

て
造
つ
た
a
'-::

に

な
す
ょ
し
も

な
し
と
し
て
-
せ
め
て
卵
子
の

收
容
方
に

工
夫
を

し
解
化

粋
を
前
易
に

す
る
に
，
位
は

一一一一一M
り
出
來
る

特

。
勢
普
は

一n一明
の

一一一一・と
か

、離
か

之
に

光
明
を

興
ふ

る
解

究
家
な

き
乎

。

x

x

口
本
誌
の

一M一行
回
數
の

少

．v，事
は
誰
も

が
遺
懐
と

す

一o
i
f

で
あ
る

。養
-;i-
專
一門
の

雜
-ll-
と
し
て
は
本

邦
に

も
一a-
一
ら
し
ぃ
の

で
あ
る

か
ら
之
を
育

一・一・・・
有

力
な
る
も
の

に

し
度
い
の

で
あ
る
が

、細
一f
-

l-
係

ゃ

ら
物
表
続
制
等
で
E
-一ふ
に

任
せ
ぬ

。
事
a
以
來

解
化
事
一業
用
物
資
著
し
く
規
制
を
受
け
最
早
や

從

來
の

行
き
方
で
は
ど
ぅ
に

も
な
ら
な
く
な
っ
て

來

口
本

-a
が
之
等
解
化

事
装
の

一一一一際
に
一一一'し
た

研
究

---
表
が
如
何
に

試
者
に

期
特
さ
れ
て

一Mる
か
を
知

っ
て
居
る

。
大
部
分
の

械
者
は
解
化
事

、一一一一一のM
一保

者
で
あ
ら
る
・・・一か
ら
解
化

一一一・業
の

出
來
事
な
り
研

究
な
り
を
ド

シ

く
御
送
り
願
つ
て
本
聲
を
生
氣

あ
る
も
の

に

し
度
い

念
願
で
あ
る

。

次
-f
は
創
立
満
一一一一十
周
年
を
迎

、た
．一n
別
支
場

の
記
念
號

を
發
行
の

-f
定
で

あ
る

。til-
期
特
を
・一 :

一一

ふ

（一第
地
生

）

昭
和
十

一a
年
三
月
u
八

日
印
刷

昭
和
十

五
年
四
-l-

一
日
一
要
行

札
la-
市
南
十

六
体
西
四
丁
目

-Ei
-
兼

-

国
．

一方

發
行
人

'-

札
幌
市
南
一一一一 :一西
六
丁
:

=

印
刷
人

山

藤

田

札

幌

市

外
中

之
島

北
海
道

一一一一一u一一i一一化
場
内

技
行
所

北
海
道
-E
-
保
●
a
●
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年〇 ()六千二元紀祝奉

紋
別1 i 刷 組

組 養 fa生
事 長 長 殖無事

絞 養 吉 大 水
業 等 村 西 産
紋 ' 政 護 良 組
別 n
町 治 爾 平 合

網
走組

合 養蘭性

長 殖,韓

細 ,J l: 水

走 筒 産部
宇

細 一_- 組

走 一一

町 郎 合



年〇 ()六千二元紀祝奉

紋
別

講
水
産
組
合

組

長

大

西

良

平

副

組

長

吉

村

護

爾

f

事

大
導
寺

政

治

絞

別

部

紋

別

町

網
走

講
水
産
組
合

組

合

長

=
'
筒

宇

三

郎

細

走

部

細

走

町



年〇〇六千二元紀祝奉

堀
株
建
1自時

享 魚
部 、 審
泊 .二
村 殖
大 産
字 組
現株 合

谷

画

館

業 茂
柏

野 ・

g 平

村

' 長  知

東 内

出 村

快

次 .

郎 .

養 理

殖

西 並 望
.=. 他

川 販 業
電 小  資 魚

語 器1 養
三 長

二 橋  理 '

六 町

六六
番 四  園 ・






